
三平方の定理̶図形９ 
 
 
「下の図は1辺が６cmの正三角形である。頂点Bから２cmの点をPとしたとき、頂点AからPに引いた 
線分APの長さを求めなさい。」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                       答         

１，下の図は等辺が８cm，底辺が６cmの二等辺三角形である。頂点Bから２cmの点をPとしたとき、頂点A 
からPに引いた線分APの長さを求めなさい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                       答         
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２，下の図は等AB＝AC＝９，BC＝６の二等辺三角形で、辺BCを２：１に内分した点をPとする。このとき 
線分APの長さを求めなさい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                       答         

 
３，下の図は等BA＝BC＝６，AC＝８の二等辺三角形で、辺ACを１：３に内分した点をPとする。このとき 
線分BPの長さを求めなさい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                       答         

 
 
 
  例題； 72  cm      １； 142   cm       ２； 73   cm        ３； 62   cm 
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